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(57)【要約】
　内視鏡２は、凹レンズ４１と、凹レンズ４２と、撮像
素子３４と、凹レンズ４１を通った光束と、凹レンズ４
２を通った光束を撮像素子３４の撮像面の共通の領域に
結像する結像光学系３２と、プリズム光学系４３と、遮
光部４７とを有する。プリズム光学系４３は、凹レンズ
４１を通った光束と凹レンズ４２を通った光束とを入射
して、２つの光束を交差させて、２つの光束を結像光学
系３２へ向けて出射する。遮光部４７は、プリズム光学
系４３から出射した２つの光束のうちの一方を選択的に
遮蔽する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の第１の領域からの第１の光束が入射される第１の入射光学系と、
　前記被写体の前記第１の領域とは異なる第２の領域からの第２の光束が入射される第２
の入射光学系と、
　前記第１の入射光学系を通った前記第１の光束と前記第２の入射光学系を通った前記第
２の光束とを交差させて所定の領域に出射する交差光学系と、
　前記所定の領域に配置され、前記第１の光束と前記第２の光束のうちの一方を選択的に
遮蔽する遮光部と、
　撮像面を有する撮像素子と、
　前記遮光部に対して前記被写体側あるいは前記撮像素子側に配置され、前記第１の入射
光学系を通った前記第１の光束と、前記第２の入射光学系を通った前記第２の光束を前記
撮像面の共通の領域に結像する結像光学系と、
を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記第１の入射光学系は、前記第１の光束が前記結像光学系の光軸に平行又は略平行な
方向から入射するように配置され、
　前記第２の入射光学系は、前記第２の光束が前記結像光学系の光軸に直交又は略直交す
る方向から入射するように配置されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記交差光学系は、プリズムを有し、
　前記第１の光束は、前記交差光学系を通って、前記結像光学系へ向けて出射され、
　前記第２の光束は、前記プリズムで反射されて、前記結像光学系へ向けて出射されるこ
とを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記交差光学系から出射された前記第１の光束を偏向する第１の偏向光学系と、
　前記交差光学系から出射された前記第２の光束を偏向する第２の偏向光学系と、
を有し、
　前記第１の光束と前記第２の光束は、それぞれ前記第１の偏向光学系と前記第２の偏向
光学系を通った後に、前記結像光学系に入射されることを特徴とする請求項３に記載の内
視鏡。
【請求項５】
　前記第１の偏向光学系と前記第２の偏向光学系は、偏芯レンズであることを特徴とする
請求項４に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記第１の偏向光学系と前記第２の偏向光学系は、プリズムを含むことを特徴とする請
求項４に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記第１の入射光学系は、前記第１の光束が前記結像光学系の光軸に対して第１の角度
で入射するように配置され、
　前記第２の入射光学系は、前記第２の光束が前記結像光学系の光軸に対して第２の角度
で入射するように配置されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記交差光学系は、プリズムを有し、
　前記第１の光束及び第２の光束は、前記プリズム内で反射されて、前記結像光学系へ向
けて出射されることを特徴とする請求項７に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記遮光部は、前記第１の光束と前記第２の光束のそれぞれの絞りを含むことを特徴と
する請求項１から８のいずれか１つに記載の内視鏡。
【請求項１０】
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　内視鏡の挿入部に装着可能な内視鏡用アダプタであって、
　被写体の第１の領域からの第１の光束が入射される第１の入射光学系と、
　前記被写体の前記第１の領域とは異なる第２の領域からの第２の光束が入射される第２
の入射光学系と、
　前記第１の入射光学系を通った前記第１の光束と前記第２の入射光学系を通った前記第
２の光束とを交差させて所定の領域に出射する交差光学系と、
　前記所定の領域に配置され、前記第１の光束と前記第２の光束のうちの一方を選択的に
遮蔽する遮光部と、
　前記第１の入射光学系を通った前記第１の光束と、前記第２の入射光学系を通った前記
第２の光束を、前記挿入部に設けられた撮像素子の撮像面の共通の領域に結像する結像光
学系と、
を有することを特徴とする内視鏡用アダプタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡及び内視鏡用アダプタに関し、特に、複数の方向を観察することがで
きる内視鏡及び内視鏡用アダプタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、内視鏡が医療分野及び工業分野において広く利用されている。内視鏡には、
前方視内視鏡、側方視内視鏡だけでなく、ステレオ計測用内視鏡もある。　
　ステレオ計測用内視鏡は、被写体の観察部位を２方向から撮像し、撮像して得られた２
つの画像間の相関演算による計測点のずれ量を算出し、算出して得られたずれ量から三角
測量の原理で物体の大きさや深さなどを計測するために用いられる。その場合、挿入部の
先端部には、視差のある２つの光路を形成する２つの対物レンズが配設される。
【０００３】
　従来のステレオ計測内視鏡においては１つの撮像素子の撮像面上の別々な領域に、視差
のある左右の２つの像を投影しているが、より高精度な画像を得るために、例えば特開２
０１０－１２８３５４号公報に開示のように、左右の像を時分割で切り替えて１つの撮像
素子の撮像面の共通の領域に投影するようにした内視鏡が提案されている。
【０００４】
　また、パイプなどの管路内を短時間で検査をすることができるように、例えば、特開２
００３－１６４４１８号公報に開示のように、前方及び側方の２つの視野方向を観察可能
とする光学アダプタ付きの内視鏡装置も提案されている。２つの視野方向を観察可能とす
るために、光学アダプタには、前方視用の対物レンズと側方視用の対物レンズの２つの対
物レンズが配設される。
【０００５】
　しかし、ステレオ計測用内視鏡ではなく、異なる視野方向の２つの画像を得ることがで
きる内視鏡において、より高精度な画像を得るために、２つの光路の光束を１つの撮像素
子の共通領域に投影しようとすると、各対物光学系の外径が大きくなって、結果として光
学アダプタ及び内視鏡挿入部の先端部の外径が太くなるという問題が生じる。
【０００６】
　例えば、上述した前方及び側方の２つの視野方向を観察可能とする内視鏡において、２
つの像を切り替えて１つの撮像素子の撮像面の共通の領域に投影するようにすると、前方
及び側方の各方向からの光束の断面が太くなるために、各観察窓のレンズの外径を大きく
して、かつ２つの観察窓のレンズを離して配置しなければならない。その結果、光学アダ
プタ及び内視鏡挿入部の先端部の外径が大きくなってしまうという問題が生じる。
【０００７】
　そこで、本発明は、異なる方向からの複数の被写体像を切り替えて撮像素子の撮像面の
共通の領域に投影する内視鏡において、内視鏡の挿入部の先端部あるいは内視鏡用アダプ
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タの太径化を抑制することができる内視鏡及び内視鏡用アダプタを提供することを目的と
する。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の内視鏡は、被写体の第１の領域からの第１の光束が入射される第１の
入射光学系と、前記被写体の前記第１の領域とは異なる第２の領域からの第２の光束が入
射される第２の入射光学系と、前記第１の入射光学系を通った前記第１の光束と前記第２
の入射光学系を通った前記第２の光束とを交差させて所定の領域に出射する交差光学系と
、前記所定の領域に配置され、前記第１の光束と前記第２の光束のうちの一方を選択的に
遮蔽する遮光部と、撮像面を有する撮像素子と、前記遮光部に対して前記被写体側あるい
は前記撮像素子側に配置され、前記第１の入射光学系を通った前記第１の光束と、前記第
２の入射光学系を通った前記第２の光束を前記撮像面の共通の領域に結像する結像光学系
と、を有する。
【０００９】
　本発明の一態様の内視鏡用アダプタは、内視鏡の挿入部に装着可能な内視鏡用アダプタ
であって、被写体の第１の領域からの第１の光束が入射される第１の入射光学系と、前記
被写体の前記第１の領域とは異なる第２の領域からの第２の光束が入射される第２の入射
光学系と、前記第１の入射光学系を通った前記第１の光束と前記第２の入射光学系を通っ
た前記第２の光束とを交差させて所定の領域に出射する交差光学系と、前記所定の領域に
配置され、前記第１の光束と前記第２の光束のうちの一方を選択的に遮蔽する遮光部と、
前記第１の入射光学系を通った前記第１の光束と、前記第２の入射光学系を通った前記第
２の光束を、前記挿入部に設けられた撮像素子の撮像面の共通の領域に結像する結像光学
系と、を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態に係わる内視鏡装置の構成を示す構成図である。
【図２】本発明の実施の形態に係わる、光学アダプタ２Aが装着された挿入部１１の先端
部２１の光学系の構成を示す図である。
【図２Ａ】本発明の実施の形態に係わる、光学アダプタ２Aが装着された挿入部１１の先
端部２１の光学系の構成において、光の結像を示す図である。
【図３】本発明の実施の形態に係わるプリズム光学系４３の斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態に係わる遮光部４７の構成を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態に係わる、図４とは異なる構成を有する遮光部４７Aの構成
を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態に係わる、遮光部４７が側方視用の凹レンズ４２からの光束
LT2の光路を通すように機能しているときの凹レンズ４２からの光路を示す、光学アダプ
タ２Aが装着された挿入部１１の先端部２１を含む光学系の構成を示す図である。
【図６Ａ】本発明の実施の形態に係わる、遮光部４７が側方視用の凹レンズ４２からの光
束LT2の光路を通すように機能しているときの凹レンズ４２からの光路を示す、光学アダ
プタ２Aが装着された挿入部１１の先端部２１を含む光学系の構成において、光の結像を
示す図である。
【図７】本発明の実施の形態の変形例１に関わる、プリズム光学系の斜視図である。
【図８】本発明の実施の形態の変形例２に関わる、プリズム光学系の斜視図である。
【図９】本発明の実施の形態の変形例３に関わる、光学アダプタ２Aの光学系の一部の構
成を示す図である。
【図１０】本発明の実施の形態の変形例３に関わる偏芯レンズの構成を説明するための構
成図である。
【図１１】本発明の実施の形態の変形例４に関わる光学アダプタの構成を示す模式的断面
図である。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　図１は、本実施の形態に係わる内視鏡装置の構成を示す構成図である。図１に示すよう
に、本実施の形態の内視鏡装置１は、内視鏡２と、この内視鏡２が接続される光源装置３
と、カメラコントロールユニット（以下、CCUという）などを含む本体装置４と、モニタ
５とを備えている。
【００１２】
　内視鏡２は、細長の挿入部１１と、この挿入部１１の基端に接続された操作部１２と、
この操作部１２から延出するユニバーサルケーブル１３を有する電子内視鏡である。挿入
部１１の先端には、光学アダプタ２Aが装着可能となっている。
【００１３】
　操作部１２から延出されたユニバーサルケーブル１３の先端に設けられたコネクタ１４
は、光源装置３に対して着脱自在に装着することができるようになっている。このコネク
タ１４から信号ケーブル１５が延出している。信号ケーブル１５の端部に設けたコネクタ
１６は、本体装置４に着脱自在に装着することができるようになっている。
【００１４】
　内視鏡２の挿入部１１は、その先端に硬質の先端部２１を有し、この先端部２１に隣接
して湾曲自在の湾曲部２２が設けられ、さらにこの湾曲部２２の基端側に長尺の可撓管部
２３が設けられている。内視鏡装置１のユーザは、操作部１２に設けた湾曲ノブ２４を操
作することにより、湾曲部２２を湾曲させることができる。
【００１５】
　また、先端部２１は、撮像素子３４（図２）を内蔵しており、撮像素子３４において得
られた撮像信号は、挿入部１１、操作部１２、ユニバーサルケーブル１３及び信号ケーブ
ル１５内に挿通された信号線を介して本体装置４へ供給される。
【００１６】
　光源装置３は、ユニバーサルケーブル１３及び挿入部１１内に挿通された光ファイバ（
図示せず）の基端面に入射して、挿入部１１の先端から出射して被検体を照明する照明光
を生成するランプ等の光源を含む。
【００１７】
　光学アダプタ２Aは、挿入部１１の先端部２１に装着可能となっている。光学アダプタ
２Aは、前方及び側方の２つの視野方向の観察を可能とする内視鏡用アダプタである。　
　本体装置４は、CCUに加えて、内視鏡装置１全体を制御するための制御部を内蔵してい
る。本体装置４は、図示しない中央処理装置（CPU）、ROM、RAM等を含み、ユーザは、操
作パネル４ａに対して各種操作を行うことができる。本体装置４は、操作に応じた機能を
実現するために、その機能に応じたプログラムを実行する。本体装置４は、内視鏡２から
の撮像信号を入力して、CCUにおいて生成された被検体画像である内視鏡画像の画像信号
をモニタ５へ出力して、内視鏡画像がモニタ５に表示される。
【００１８】
　内視鏡２は、挿入部１１の先端部２１に光学アダプタ２Aを装着することにより、前方
と側方の２つの視野方向の観察が可能となる。　
　図２は、光学アダプタ２Aが装着された挿入部１１の先端部２１の光学系の構成を示す
図である。図２において、二点鎖線の右側が、挿入部１１の先端部２１の光学系構成を示
し、二点鎖線の左側が、光学アダプタ２Aの光学系構成を示している。図２Aは、光学アダ
プタ２Aが装着された挿入部１１の先端部２１の光学系の構成において、光の結像を示す
図である。
【００１９】
　断面が円形である挿入部１１の先端部２１の先端面には、挿入部１１の観察窓のカバー
ガラス３１が設けられている。先端部２１内には、結像光学系３２と、カバーガラス３３
が貼り付けられた撮像素子３４とが配設されている。結像光学系３２は、カバーガラス３
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１の後ろ側に配設され、平凸レンズ３２ａと接合レンズ３２ｂとを含み、接合レンズ３２
ｂは、両凸レンズと平凹レンズとを接合したレンズである。
【００２０】
　結像光学系３２を透過した被検体像の光が１つの撮像素子３４の撮像面上に結像するよ
うに、撮像素子３４は、先端部２１内に配設される。図示しない先端硬質部材が、先端部
２１に内蔵されており、カバーガラス３１、撮像素子３４等は、先端硬質部材に対して固
定されている。
【００２１】
　円柱状の光学アダプタ２A内には、前方視用の観察窓の凹レンズ４１、側方視用の観察
窓の凹レンズ４２、プリズム光学系４３、前方視用の結像レンズ４４、側方視用の結像レ
ンズ４５、色消しレンズ４６、及び絞りを有する遮光部４７が配設されている。光学アダ
プタ２Aは、円筒状の硬質な部材を有し、凹レンズ４１等は、その硬質な部材に対して固
定される。
【００２２】
　前方視用の凹レンズ４１は、円柱状の光学アダプタ２Aの前面に配設される入射光学系
を構成する。側方視用の凹レンズ４２は、円柱状の光学アダプタ２Aの側面に配設される
入射光学系を構成する。
【００２３】
　ここでは、凹レンズ４１は、光が結像光学系３２の光軸POに平行又は略平行な方向から
入射するように配置され、凹レンズ４２は、光が結像光学系３２の光軸POに直交又は略直
交する方向から入射するように配置されている。
【００２４】
　すなわち、凹レンズ４１は、挿入部１１が検査対象内に挿入されたとき、被写体のある
領域からの光束が入射されるように構成された入射光学系を構成する。凹レンズ４２は、
挿入部１１が検査対象内に挿入されたとき、被写体の上記のある領域とは異なる領域から
の光束が入射されるように構成された入射光学系を構成する。
【００２５】
　プリズム光学系４３は、断面が直角三角形の三角柱のプリズム４３ａと、一端が斜めに
カットされた四角柱のガラス部材４３ｂとから構成される。図３は、プリズム光学系４３
の斜視図である。
【００２６】
　プリズム４３ａの斜面部と、ガラス部材４３ｂのカット面とが接合されている。図２及
び図３に示すように、プリズム４３ａが光学アダプタ２Aの先端側に位置し、ガラス部材
４３ｂが光学アダプタ２Aの基端側に位置するように、プリズム光学系４３は、光学アダ
プタ２A内に配設される。さらに、プリズム４３ａの一面が凹レンズ４１に対向し、ガラ
ス部材４３ｂの一面が凹レンズ４２に対向するように、プリズム光学系４３は、光学アダ
プタ２A内に配設される。
【００２７】
　プリズム４３ａの斜面部又はガラス部材４３ｂのカット面の一部に、光を反射するミラ
ー領域４３ｃが設けられている。すなわち、ミラー領域４３ｃは、プリズム４３ａの斜面
部とガラス部材４３ｂのカット面との接合面の一部の領域に設けられている。ミラー領域
４３ｃは、プリズム４３ａの斜面部とガラス部材４３ｂのカット面のいずれ一方の表面上
に、アルミ蒸着によって、プリズム光学系４３に形成されている。
【００２８】
　光学アダプタ２A内において、前方視用の凹レンズ４１は、入射した光をミラー領域４
３ｃ以外の領域に向けて出射する位置に配設され、側方視用の凹レンズ４２は、入射した
光をミラー領域４３ｃに向けて出射する位置に配設される。
【００２９】
　プリズム光学系４３は、プリズムを有し、凹レンズ４１からの光束LT1は、プリズム光
学系４３を通って、結像光学系３２へ向けて出射され、凹レンズ４２からの光束LT2は、
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プリズム光学系４３のプリズムで反射されて、結像光学系３２へ向けて出射される。
【００３０】
　よって、図３に示すように、凹レンズ４１からの光束LT1と、凹レンズ４２からの光束L
T2は、プリズム光学系４３内で交差する。　
　すなわち、プリズム光学系４３は、凹レンズ４１を通った光束LT1と凹レンズ４２を通
った光束LT2とを交差させて、所定の領域に出射する交差光学系を構成する。
【００３１】
　なお、それぞれの光軸に直交する方向に沿った光束LT1の光束の断面と光束LT2の光束の
断面は、面積を有する。ここでは、光束LT1と光束LT2は、互いの光軸が交差するように、
交差しているが、光束LT1と光束LT2が、互いの光軸が交差しないで交差するようにしても
よい。その場合、光束LT1と光束LT2は、一部が交差する。
【００３２】
　すなわち、交差光学系としてのプリズム光学系４３は、光束LT1と光束LT2を入射して、
光束LT1と光束LT2が互いに少なくとも一部を交差させて、光束LT1と光束LT2を結像光学系
３２へ向けて出射するように構成されていてもよい。
【００３３】
　プリズム光学系４３の基端側には、平凸レンズである２つの結像レンズ４４，４５が接
着されている。結像レンズ４４は、円柱形状の平凸レンズである前方視用の光学系であり
、プリズム光学系４３内のミラー領域４３ｃ以外の領域を透過した凹レンズ４１からの光
束が入射する。結像レンズ４５は、円柱形状の平凸レンズである側方視用の光学系であり
、プリズム光学系４３内のミラー領域４３ｃで反射した凹レンズ４２からの光束が入射す
る。
【００３４】
　結像レンズ４４、４５の基端側には、両凸レンズと平凹レンズとが接合された色消しレ
ンズ４６が配設されている。　
　以上のように、結像レンズ４４は、プリズム光学系４３を透過した前方視用の凹レンズ
４１からの光を入射して色消しレンズ４６へ出射する位置に、配設されている。結像レン
ズ４５は、プリズム光学系４３のミラー領域４３ｃで反射した側方視用の凹レンズ４２か
らの光を入射して色消しレンズ４６へ出射する位置に、配設される。
【００３５】
　よって、図３に示すように、前方視用の凹レンズ４１からの光束LT1は、プリズム光学
系４３に入射すると、ミラー領域４３ｃ以外の部分を透過して、プリズム光学系４３から
結像レンズ４４に向かって出射する。そして、結像レンズ４４は、挿入部１１の前方から
の光を、色消しレンズ４６に向かって出射する。
【００３６】
　側方視用の凹レンズ４２からの光束LT2は、プリズム光学系４３に入射すると、ミラー
領域４３ｃで直角に反射して、プリズム光学系４３から結像レンズ４５に向かって出射す
る。そして、結像レンズ４５は、挿入部１１の側方からの光を、色消しレンズ４６に向か
って出射する。
【００３７】
　凹レンズ４１からの光束LT1と凹レンズ４２からの光束LT2の各々は、プリズム光学系４
３内に入射する。光束LT1は、プリズム光学系４３内のミラー領域４３ｃ以外の部分を透
過して、プリズム光学系４３から結像レンズ４４に向かって出射する。
【００３８】
　光束LT1と光束LT2はプリズム光学系４３内で交差して、光束LT2は、ミラー領域４３ｃ
で反射してから、プリズム光学系４３から結像レンズ４５に向かって出射する。
【００３９】
　また、２つの結像レンズ４４，４５と、色消しレンズ４６との間には、遮光部４７が配
設されている。　
　図４は、遮光部４７の構成を示す図である。遮光部４７は、円板状の絞り板４７ａと、
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遮蔽部材４７ｂと、遮蔽部材４７ｂを回動させるための軸部材４７ｃとを有して構成され
ている。
【００４０】
　絞り板４７ａには、２つの円形の孔４７ａ１、４７ａ２が形成されている。孔４７ａ１
は、結像レンズ４４から出射した光束LT1の光路の途中に位置するように絞り板４７ａに
形成され、孔４７ａ２は、結像レンズ４５から出射した光束LT2の光路の途中に位置する
ように絞り板４７ａに形成されている。
【００４１】
　遮蔽部材４７ｂは、円板状の遮蔽板４７ｂ１と、一端が遮蔽板４７ｂ１から延出するよ
うに接続されたアーム部４７ｂ２を有している。アーム部４７ｂ２の他端は、軸部材４７
ｃに接続されて固定されている。
【００４２】
　軸部材４７ｃは、図示しない駆動機構に接続されている。駆動機構は、矢印R1で示すよ
うに、軸部材４７ｃを所定の範囲で軸回りに回動させるための構造を有している。　
　軸部材４７ｃは、操作パネル４ａにおけるユーザの所定の操作に応じて駆動される電磁
石等の駆動手段によって駆動される。ユーザの操作パネル４ａに対する操作に応じて、挿
入部１１内に挿通された信号線を介して、さらに挿入部１１の先端部２１と光学アダプタ
２Aとの接点を介して、電磁石等を駆動する駆動信号が光学アダプタ２Aに供給され、光学
アダプタ２A内の電磁石等が駆動されて軸部材４７ｃが回動する。その結果、遮蔽板４７
ｂ１が、２つの円形の孔４７ａ１、４７ａ２のいずれかを選択的に覆うように駆動される
。図４は、遮蔽板４７ｂ１が孔４７ａ２を覆う位置にある状態を示している。
【００４３】
　図４に示すように、遮蔽板４７ｂ１が、実線で示すように孔４７ａ２を覆う位置にある
とき、前方視のための光束LT1が、色消しレンズ４６に入射する。遮蔽板４７ｂ１が、二
点鎖線で示すように孔４７ａ１を覆う位置にあるとき、側方視のための光束LT2（図６）
が、色消しレンズ４６に入射する。　
　すなわち、遮光部４７は、所定の領域に配置され、光束LT1と光束LT2のそれぞれの絞り
を含み、プリズム光学系４３から出射した光束LT1と光束LT2のうちの一方を選択的に遮蔽
する。
【００４４】
　なお、遮光部４７は、図４に示す構成以外の構成でもよい。図５は、図４とは異なる構
成を有する遮光部４７Aの構成を示す図である。遮光部４７Aは、２つの円板状の絞り板４
８ａ、４８ｂと、２枚の遮蔽部材４９ａ、４９ｂと、２つの遮蔽部材４９ａ、４９ｂを回
動させるための２本の軸部材５０ａ、５０ｂとを有して構成されている。
【００４５】
　絞り板４８ａは、結像レンズ４４から出射した光学アダプタ２Aの前方からの光束LT1の
光路の途中に配設され、絞り板４８ａには、孔４７ａ１が形成されている。絞り板４８ｂ
は、結像レンズ４５から出射した光学アダプタ２Aの側方からの光束LT2の光路の途中に配
設され、絞り板４８ｂには、孔４７ａ２が形成されている。
【００４６】
　遮蔽部材４９ａは、円板状の遮蔽板４９ａ１と、一端が遮蔽板４９ａ１から延出するよ
うに接続されたアーム部４９ａ２を有している。アーム部４９ａ２の他端は、軸部材５０
ａに接続されて固定されている。矢印R2で示すように、軸部材５０ａは、所定の範囲で軸
回りに回動可能となっている。
【００４７】
　遮蔽部材４９ｂは、円板状の遮蔽板４９ｂ１と、一端が遮蔽板４９ｂ１から延出するよ
うに接続されたアーム部４９ｂ２を有している。アーム部４９ｂ２の他端は、軸部材５０
ｂに接続されて固定されている。矢印R3で示すように、軸部材５０ｂは、所定の範囲で軸
回りに回動可能となっている。
【００４８】
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　各軸部材５０ａ、５０ｂは、操作パネル４ａにおけるユーザの所定の操作に応じて駆動
される電磁石等によって駆動される。ユーザの操作パネル４ａに対する操作に応じて、挿
入部１１内に挿通された信号線を介して、さらに挿入部１１の先端部２１と光学アダプタ
２Aとの接点を介して、電磁石等を駆動する駆動信号が光学アダプタ２Aに供給され、光学
アダプタ２A内の電磁石等が駆動されて軸部材５０ａ、５０ｂが別々に回動する。その結
果、遮蔽部材４９ａと４９ｂがそれぞれの対応する孔４７ａ１と４７ａ２を、一方が覆っ
ているときは、他方は覆わないように、軸部材５０ａ、５０ｂは駆動される。図５は、遮
蔽板４９ａ１が孔４７ａ１を覆わない位置にあり、遮蔽板４９ｂ１が孔４７ａ２を覆う位
置にある状態を示している。
【００４９】
　図５に示すように、遮蔽板４９ａ１が孔４７ａ１を覆わず、遮蔽板４９ｂ１が孔４７ａ
２を覆うように位置しているとき、前方からの光束LT1が色消しレンズ４６に入射する。
逆に、遮蔽板４９ｂ１が孔４７ａ２を覆わず、遮蔽板４９ａ１が孔４７ａ２を覆うように
位置しているとき、側方からの光束LT2が色消しレンズ４６に入射する（図６）。
【００５０】
　すなわち、独立して駆動される２つの遮蔽板４９ａ１と４９ｂ１により、２つの孔４７
ａ１と４７ａ２が遮蔽されるようにしてもよい。　
　光学アダプタ２Aからの光は、先端部２１内の結像光学系３２に入射する。結像レンズ
３２には、挿入部１１の前方からの光と、側方からの光と入射される。
【００５１】
　前方からの光束LT1の光路と側方からの光束LT2の光路は異なっているが、結像光学系３
２が、１つの撮像素子３４の撮像面の共通の領域に、前方からの光束LT1と側方からの光
束LT2を結像させる。
【００５２】
　遮光部４７が、側方視用の凹レンズ４２からの光束を遮蔽して、前方視用の凹レンズ４
１からの光束LT1の光路を通すように機能しているとき、凹レンズ４１からの光束は、図
２Aに示すように、一点鎖線で示す光路に沿って、撮像素子３４の撮像面上において結像
する。
【００５３】
　図６は、遮光部４７が側方視用の凹レンズ４２からの光束LT2の光路を通すように機能
しているときの凹レンズ４２からの光路を示す、光学アダプタ２Aが装着された挿入部１
１の先端部２１を含む光学系の構成を示す図である。図６Aは、遮光部４７が側方視用の
凹レンズ４２からの光束LT2の光路を通すように機能しているときの凹レンズ４２からの
光路を示す、光学アダプタ２Aが装着された挿入部１１の先端部２１を含む光学系の構成
において、光の結像を示す図である。
【００５４】
　遮光部４７が、側方視用の凹レンズ４２からの光束LT2を通すように機能しているとき
、凹レンズ４２からの光束LT2は、図６Aに示すように、一点鎖線で示す光路に沿って、撮
像素子３４の撮像面上において結像する。
【００５５】
　結像光学系３２は、遮光部４７に対して被写体側あるいは撮像素子３４側に配置され、
前方視用の凹レンズ４１を通った光束LT1と、側方視用の凹レンズ４２を通った光束LT2を
、撮像素子３４の撮像面の共通の領域に結像する。被写体像が撮像素子３４の撮像面の共
通の領域に投影されるので、撮像素子３４から出力される撮像信号により、高精細な被写
体の画像を得ることができる。
【００５６】
　従来の前方及び側方の２つの視野方向を観察可能とする内視鏡において、２つの像を切
り替えて１つの撮像素子の撮像面の共通の領域に投影するようにすると、前方及び側方の
各方向からの光束の断面が太くするために、各観察窓のレンズの外径を大きくして、かつ
２つの観察窓のレンズを離して配置しなければならず、結果として、光学アダプタ及び内
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視鏡挿入部の先端部の外径が大きくなってしまう。
【００５７】
　しかし、上述した本実施の形態の光学アダプタ２A付きの内視鏡２によれば、プリズム
光学系４３内において、前方視用の凹レンズ４１を通った光束LT1及び側方視用の凹レン
ズ４２を通った光束LT2は、交差させている。そのため、各観察窓のレンズの外径を大き
くしても、２つの観察窓のレンズを近接して配置することができ、結果として、光学アダ
プタ及び内視鏡挿入部の先端部の外径が大きくなるのを抑えることができる。
【００５８】
　以上のように、上述した内視鏡２によれば、より高精度な画像を得るために、前方及び
側方の２つの視野方向の２つの像を切り替えて１つの撮像素子の撮像面の共通の領域に投
影するときに、光学アダプタ及び内視鏡挿入部の先端部の外径が大きくなることがない。
【００５９】
　よって、本実施の形態によれば、異なる方向からの２つの光学像を切り替えて撮像素子
の撮像面の共通の領域に投影する内視鏡において、光学装置の先端部の太径化を抑制する
ことができる内視鏡用アダプタを提供することができる。
【００６０】
　次に、上述した実施の形態の変形例について説明する。
【００６１】
（変形例１）
　変形例１は、プリズム光学系４３の変形例に関する。
【００６２】
　上述した実施の形態では、プリズム光学系４３は、断面が直角三角形の三角柱のプリズ
ム４３ａと、一端が斜めにカットされた四角柱のガラス部材４３ｂとから構成されるが、
本変形例１のプリズム光学系は、直方体のガラス部材と、一端が所定の角度でカットされ
た四角柱のガラス部材とから構成されている。
【００６３】
　図７は、実施の形態の変形例１に関わる、プリズム光学系の斜視図である。変形例１の
プリズム光学系４３Aは、直方体のガラス部材５１と、一端が所定の角度、ここでは４５
度でカットされた四角柱のガラス部材５２とを接着剤で貼り合わせて構成されている。直
方体のガラス部材５１の長手軸が凹レンズ４１からの光束の光軸に平行になり、かつ四角
柱のガラス部材５２の長手軸も凹レンズ４１からの光束の光軸に平行になるように、ガラ
ス部材５１と５２は配設される。ガラス部材５２のカット面５２ａは、アルミ蒸着による
ミラー領域となっている。
【００６４】
　図７において、図示しない遮光部４７が、前方視用の凹レンズ４１からの光束LT1を通
すように機能しているとき、凹レンズ４１からの光束LT1は、図７において、一点鎖線で
示す光路に沿って、ガラス部材５１を透過して、結像光学系３２により、撮像素子３４の
撮像面上の共通の領域において結像する。
【００６５】
　また、遮光部４７が、側方視用の凹レンズ４２からの光束LT2を通すように機能してい
るとき、凹レンズ４２からの光束LT2は、図７において、一点鎖線で示す光路に沿って、
ガラス部材５１を透過して、ガラス部材５２に入射し、カット面５２ａで反射して、結像
光学系３２により、撮像素子３４の撮像面上の共通の領域において結像する。
【００６６】
　変形例１のプリズム光学系４３Aによっても、上述した実施の形態と同様の効果を得る
ことができる。
【００６７】
（変形例２）
　変形例２は、プリズム光学系４３の変形例に関する。
【００６８】



(11) JP WO2017/110351 A1 2017.6.29

10

20

30

40

50

　本変形例２のプリズム光学系は、変形例１と同様に、直方体のガラス部材と、一端が所
定の角度でカットされた四角柱のガラス部材とから構成されている。　
　図８は、実施の形態の変形例２に関わる、プリズム光学系の斜視図である。変形例２の
プリズム光学系４３Bは、直方体のガラス部材５３と、一端が所定の角度、ここでは４５
度でカットされた四角柱のガラス部材５４とを接着剤で貼り合わせて構成されている。直
方体のガラス部材５３の長手軸が凹レンズ４１からの光束の光軸に直交し、かつ四角柱の
ガラス部材５４の長手軸も凹レンズ４１からの光束の光軸に直交するように、ガラス部材
５３と５４は配設される。ガラス部材５４のカット面５４ａは、アルミ蒸着によるミラー
領域となっている。
【００６９】
　図８において、図示しない遮光部４７が、前方視用の凹レンズ４１からの光束LT1を通
すように機能しているとき、凹レンズ４１からの光束LT1は、図８において、一点鎖線で
示す光路に沿って、ガラス部材５３と５４を透過して、結像光学系３２により、撮像素子
３４の撮像面上の共通の領域において結像する。
【００７０】
　また、遮光部４７が、側方視用の凹レンズ４２からの光束LT2を通すように機能してい
るとき、凹レンズ４２からの光束LT2は、図８において、一点鎖線で示す光路に沿って、
ガラス部材５４に入射し、カット面５４ａで反射して、結像光学系３２により、撮像素子
３４の撮像面上の共通の領域において結像する。
【００７１】
　変形例２のプリズム光学系４３Bによっても、上述した実施の形態と同様の効果を得る
ことができる。
【００７２】
（変形例３）
　変形例３は、光学アダプタ２Aに設けられる結像レンズ４４、４５に関する。
【００７３】
　実施の形態における光学アダプタ２Aに設けられる２つの結像レンズ４４、４５は、円
柱形状の平凸レンズであるが、本変形例３の２つの結像レンズは、偏芯レンズである。　
　図９は、実施の形態の変形例３に関わる、光学アダプタ２Aの光学系の一部の構成を示
す図である。図９では、色消しレンズ４６及び遮光部４７は省略されている。
【００７４】
　本変形例３において、上述した実施の形態と同じ構成要素については、同じ符号を付し
て説明は省略し、異なる構成についてのみ説明する。　
　本変形例３の前方視用の結像レンズ４４A及び側方視用の結像レンズ４５Aの各々は、図
９に示すように偏芯レンズである。偏芯レンズは、偏向光学系を構成する。
【００７５】
　図１０は、偏芯レンズの構成を説明するための構成図である。結像レンズ４４A及び４
５Aは、二点鎖線で示す平凸レンズ６１の一部を切り出した形状を有する。結像レンズ４
４A及び４５Aの各々は、平凸レンズ６１の中心軸Cを含む一部をカットした形状を有して
いる。
【００７６】
　図１０に示すように、平凸レンズである結像レンズ４４A及び４５Aは、平面部がプリズ
ム光学系４３の面に対向し、凸部が色消しレンズ４６に対向し、さらに、互いの中心軸C
が近接するように、プリズム光学系４３の基端側に配設される。
【００７７】
　以上のように、光学アダプタ２Aは、プリズム光学系４３から出射された光束LT1を偏向
する偏芯レンズである結像レンズ４４Aと、プリズム光学系４３から出射された光束LT2を
偏向する偏芯レンズである結像レンズ４５Aと、を有し、光束LT1と光束LT2は、それぞれ
結像レンズ４４Aと結像レンズ４５Aを通った後に、結像光学系３２に入射される。
【００７８】
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　結像レンズ４４Aに偏芯レンズを用いることにより、矢印P1で示すように凹レンズ４１
を結像光学系３２の光軸PO寄りに配置しても、前方からの光束LT1が撮像素子３４の撮像
面の共通の領域において結像するように、前方からの光束LT1を遮光部４７及び色消しレ
ンズ４６に向けることができるので、光学アダプタ２Aの外径が太くなるのを抑制するこ
とができる。
【００７９】
　また、結像レンズ４５Aに偏芯レンズを用いることにより、矢印P2で示すように凹レン
ズ４２を光学アダプタ２Aの先端側寄りに配置しても、側方からの光束LT2が撮像素子３４
の撮像面の共通の領域において結像するように、側方からの光束LT2を色消しレンズ４６
及び遮光部４７に向けることができる。　
　変形例３によっても、上述した実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００８０】
　なお、結像レンズ４４A、４５Aにおいて、偏芯レンズに代えて、二点鎖線で示すような
プリズム４４A1、４５A1を含む光学系を用いて、光を偏向するようにしてもよい。
【００８１】
（変形例４）
　上述した実施の形態及び各変形例は、前方視及び側方視を可能とする内視鏡用の光学ア
ダプタであるが、本変形例４は、視野方向が互いに異なる２つの斜め前方を観察可能とす
る光学アダプタの変形例に関する。
【００８２】
　本変形例４の内視鏡の挿入部の先端部の構成は、上述した実施の形態の内視鏡２の挿入
部１１の先端部２１の構成と同じであるので、説明は省略し、光学アダプタの構成につい
て説明する。
【００８３】
　図１１は、本変形例４に関わる光学アダプタの構成を示す模式的断面図である。図１１
では、色消しレンズ４６及び遮光部４７は省略されている。　
　本変形例４の光学アダプタ２Aaは、挿入部１１の先端部２１に取り付けられ、挿入部１
１の結像光学系３２の光軸PO方向に対して所定の角度、ここでは６０度だけ傾いた視野方
向を観察するための観察窓７１Aと、挿入部１１の軸方向に対して所定の角度、ここでは
－６０度だけ傾いた視野方向を観察するための観察窓７１Bとを有している。
【００８４】
　観察窓７１Aには、入射光学系としての凹レンズ７２Aが配設され、観察窓７１Bには、
入射光学系としての凹レンズ７２Bが配設されている。すなわち、凹レンズ７２Aは、光LT
Aが結像光学系３２の光軸POに対して所定の角度（６０度）で入射するように配置され、
凹レンズ７２Bは、光LTBが結像光学系３２の光軸POに対して所定の角度（－６０度）で入
射するように配置されている。
【００８５】
　光学アダプタ２Aa内には、断面が正三角形であるプリズム光学系７３が、第１の面７３
ａが凹レンズ７２Aに対向し、第２の面７３ｂが凹レンズ７２Bに対向するように、設けら
れている。プリズム光学系７３の第３の面７３ｃには、平凸レンズである結像レンズ７４
Aと７４Bが接着材により貼り合わされている。
【００８６】
　凹レンズ７２Aに入射した光LTAは、プリズム光学系７３の第１の面７３ａに入射し、第
２の面７３ｂの内側で全反射して、第３の面７３ｃから出射し、結像レンズ７４Aに入射
する。
【００８７】
　凹レンズ７２Bに入射した光LTBは、プリズム光学系７３の第２の面７３ｂに入射し、第
１の面７３ａの内側で全反射して、第３の面７３ｃから出射し、結像レンズ７４Bに入射
する。
【００８８】
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　本変形例においても、凹レンズ７２Aからの光LTAと凹レンズ７２Bからの光LTBは、プリ
ズム光学系７３内において交差してから、それぞれ結像レンズ７４Aと７４Bに入射するの
で、光学アダプタ２Aaの太径化を抑制することができる。
【００８９】
　変形例４によっても、上述した実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００９０】
（変形例５）
　上述した実施の形態及び各変形例１～４では、光学アダプタ２A、２Aaを内視鏡２の挿
入部１１の先端部２１に取り付けることにより、異なる方向からの２つの光学像を切り替
えて撮像素子の撮像面の共通領域に投影する光学装置を実現しているが、図２において、
２点鎖線で示すように、上述した各光学アダプタの構成を、内視鏡２の挿入部１１の先端
部２１に内蔵させて、光学アダプタ無しで、異なる方向からの２つの光学像を切り替えて
撮像素子３４の撮像面の共通の領域に投影する内視鏡２を実現するようにしてもよい。
【００９１】
　以上のように、上述した実施の形態及び各変形例によれば、異なる方向からの複数の光
学像を切り替えて撮像素子の撮像面の共通の領域に投影する光学装置において、光学装置
の先端部の太径化を抑制することができる光学装置を提供することができる。
【００９２】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。　
　本出願は、２０１５年１２月２５日に日本国に出願された特願２０１５－２５４２５４
号を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求
の範囲に引用されるものとする。

【図１】 【図２】
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【図４】 【図５】



(15) JP WO2017/110351 A1 2017.6.29

【図６】 【図６Ａ】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月10日(2017.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の第１の領域からの第１の光束が入射される第１の入射光学系と、
　前記被写体の前記第１の領域とは異なる第２の領域からの第２の光束が前記第１の光束
に対して直交して入射される第２の入射光学系と、
　ミラー領域を有するプリズムを含み、前記第１の光束と前記第２の光束が入射され、前
記第１の入射光学系を通った前記第１の光束と前記第２の入射光学系を通った前記第２の
光束とを交差させた後に前記第２の光束を前記ミラー領域において反射させて前記第１の
光束と前記第２の光束を所定の領域に向けて出射する交差光学系と、
　前記所定の領域に配置され、前記第１の光束と前記第２の光束のうちの一方を選択的に
遮蔽する遮光部と、
　撮像面を有する撮像素子と、
　前記遮光部に対して前記撮像素子側に配置され、前記第１の入射光学系を通った前記第
１の光束と、前記第２の入射光学系を通った前記第２の光束を前記撮像面の共通の領域に
結像する結像光学系と、
を有し、
　前記第１の入射光学系は、前記第１の光束が前記結像光学系の前記光軸に平行又は略平
行な方向から入射すると共に、前記結像光学系の前記光軸に対して前記第２の入射光学系
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側にずれて配置され、
　前記第２の入射光学系は、前記第２の光束が前記結像光学系の前記光軸に直交又は略直
交する方向から入射するように配置されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
（削除）
【請求項３】
（削除）
【請求項４】
　前記交差光学系から出射された前記第１の光束を偏向する第１の偏向光学系と、
　前記交差光学系から出射された前記第２の光束を偏向する第２の偏向光学系と、
を有し、
　前記第１の光束と前記第２の光束は、それぞれ前記第１の偏向光学系と前記第２の偏向
光学系を通った後に、前記結像光学系に入射されることを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡。
【請求項５】
　前記第１の偏向光学系と前記第２の偏向光学系は、偏芯レンズであることを特徴とする
請求項４に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記第１の偏向光学系と前記第２の偏向光学系は、プリズムを含むことを特徴とする請
求項４に記載の内視鏡。
【請求項７】
（削除）
【請求項８】
（削除）
【請求項９】
　前記遮光部は、前記第１の光束と前記第２の光束のそれぞれの絞りを含むことを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　内視鏡の挿入部に装着可能な内視鏡用アダプタであって、
　被写体の第１の領域からの第１の光束が入射される第１の入射光学系と、
　前記被写体の前記第１の領域とは異なる第２の領域からの第２の光束が前記第１の光束
に対して直交して入射される第２の入射光学系と、
　ミラー領域を有するプリズムを含み、前記第１の光束と前記第２の光束が入射され、前
記第１の入射光学系を通った前記第１の光束と前記第２の入射光学系を通った前記第２の
光束とを交差させた後に前記第２の光束を前記ミラー領域において反射させて前記第１の
光束と前記第２の光束を所定の領域に向けて出射する交差光学系と、
　前記所定の領域に配置され、前記第１の光束と前記第２の光束のうちの一方を選択的に
遮蔽する遮光部と、
　前記第１の入射光学系を通った前記第１の光束と、前記第２の入射光学系を通った前記
第２の光束を、前記挿入部に設けられた撮像素子の撮像面の共通の領域に結像する結像光
学系と、
を有し、
　前記第１の入射光学系は、前記第１の光束が前記結像光学系の前記光軸に平行又は略平
行な方向から入射すると共に、前記結像光学系の前記光軸に対して前記第２の入射光学系
側にずれて配置され、
　前記第２の入射光学系は、前記第２の光束が前記結像光学系の前記光軸に直交又は略直
交する方向から入射するように配置されていることを特徴とする内視鏡用アダプタ。
【請求項１１】
　前記第１の入射光学系は、入射された前記第１の光束を前記ミラー領域以外の領域に向
けて出射する位置に配設され、
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　前記第２の入射光学系は、入射された前記第２の光束を前記ミラー領域に向けて出射す
る位置に配設されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項１２】
　前記第１の入射光学系は、前記結像光学系の前記光軸に対して前記第１の光束を平行に
出射し、
　前記ミラー領域は、前記結像光学系の前記光軸に対して前記第１の光束とは反対側に配
設されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項１３】
　前記交差光学系は、直方体の第１のガラス部材と、前記プリズムとしての、一端が所定
の角度でカットされた四角柱の第２のガラス部材とを含み、
　前記前記ミラー領域は、前記所定の角度でカットされたカット面に設けられ、
　前記第１の光束は、前記第１のガラス部材を透過して前記所定の領域に向けて出射し、
　前記第２の光束は、前記第１のガラス部材を透過した後に、前記第２のガラス部材に入
射し、前記ミラー領域が前記カット面で反射して前記所定の領域に向けて出射することを
特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項１４】
　前記交差光学系は、直方体の第１のガラス部材と、前記プリズムとしての、一端が所定
の角度でカットされた四角柱の第２のガラス部材とを含み、
　前記前記ミラー領域は、前記所定の角度でカットされたカット面に設けられ、
　前記第１の光束は、前記第１のガラス部材及び前記第２のガラス部材を透過して前記所
定の領域に向けて出射し、
　前記第２の光束は、前記第２のガラス部材に入射し、前記ミラー領域が前記カット面で
反射して前記所定の領域に向けて出射することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
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